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ディングを通してバッハの真髄ととことん対峙する経験は、

鈴木にとって、せわしない毎日のなかで知らず知らず身についた

余分な装飾を1枚1枚はぎ落とし、丸裸の自分自身をあらわに

していくような、身を削るに等しい壮絶な体験だったに違い

ありません。

　最終回となる今回は、《平均律クラヴィーア曲集》の第2巻に

挑みます。

　初回から第2回、そして今回と、バッハの人生も少しずつ年輪

を重ね、ついに鍵盤作品の集大成へと至ったともいえるこの

曲集にまとめられた作品たちは、第1巻から20年の時を経る

なかでより多彩に進化を遂げ、変わらず厳格ななかにもどこか

リラックスした魅力に満ちています。

　24の調をひとつひとつ、登り、下る2時間を超える道のりは、

長大にして雄弁な、J.S.バッハの、そして鈴木優人の大冒険。

美しき愛器とともに鈴木が誘う深淵なる世界、ぜひ皆さまも、

トッパンホールの濃密な空間でご堪能ください。

　日本が誇る若きマエストロ・鈴木優人が、豊かなるイマジ

ネーションとともにJ.S.バッハの鍵盤世界の深奥へと誘う、

全3回の音楽の旅。

　持ち前のヴァイタリティで、ときにはジャンルの垣根も軽々と

飛び越え、エネルギッシュな活躍を続ける鈴木に、いま一度、

演奏家として、音楽家としての原点に立ち返り、縁深いトッパン

ホールの舞台でJ.S.バッハと濃密に対峙して欲しいとの願いから

生まれたこのプロジェクトが、いったんの区切りを迎えます。

　入念に準備を重ねて本番に挑み、海外のエンジニアとネット

で結んだレコーディングでも、コロナ禍に屈しないフロント

ランナーの矜持をみせた初回《平均律クラヴィーア曲集第1巻》。

そして長大なプログラムに全力でぶつかり、爽快なまでの達成感

で客席を大きなグルーヴに巻き込んだ第2回《6つのパルティー

タ》。いずれも「挑戦」の名に相応しい、実り多き演奏会となり

ました。

　長丁場の本番をゴールと定め、長期間のリハーサルとレコー


